
講義スケジュールおよび申し込みに関する情報は裏面をご覧ください。

事業を通じて社会の問題解決を行うソーシャル・アントレプレナーシップ（社会起業）。
近年では世界の経営学の分野でも研究対象として注目を集め、また日本でも自らそうした事業

を立ち上げるソーシャル・アントレプレナー（社会起業家）が増えてきており、中でも東日本大
震災後の東北を中心に、日本の地域の課題に取り組む事例が目立ってきています。
この講座では、ソーシャル・アントレプレナーシップについての基礎や代表事例についての講

義、地域課題に取り組む日本の社会起業家の実例についてまとめたケースを使った実践的な議論、
そして地域課題を解決する事業案を考えるアクションラーニングを実施し、地域の課題解決に主
体的に関与する人材を育成します。

東 北 公 益 文 科 大 学 大 学 院 連 携 講 座

●講師 山崎 繭加
東京大学経済学部卒業後、マッキンゼー・アンド・カンパニー、東京大学先端科学技術研究センター、

米国ジョージタウン大学国際関係大学院への留学を経て、2006年より2016年8月末まで10年にわたり、
ハーバード・ビジネス・スクール（HBS）日本リサーチセンターにてHBSで使用される日本の企業・経済
に関するケース作成、東北を学びの場とするHBSの2年生向け選択科目ジャパンIXPの企画・運営を担当
した。また、2010年以降、特任助教として東京大学医学部にてグローバルヘルス・アントレプレナー
シップ・プログラムの運営・教育にも関与している。現在は華道家として活動する傍ら、ハーバード・ビ
ジネス・レビュー特任編集委員、慶應義塾大学公衆衛生大学院非常勤講師、宮城県女川町アスヘノキボウ
の研修アドバイザーを勤める。著書に「ハーバードはなぜ日本の東北で学ぶのか」（ダイヤモンド社）。
なお、2017年2月に本学大学院にて開催した公開講座においても、「ハーバードはなぜ日本の東北で学ぶ
のか？」と題し、講演している。

本事業は、平成29年度公益のふるさとづくり活動補助金（庄内開発協議会） を受けて実施します

●日程

2017年10月7日（土）
10月8日（日）
10月9日（月・祝）

それぞれの日の開催時間については裏面をご確認ください

●会場

東北公益文科大学大学院
（鶴岡キャンパス）

地 域 の た め の
事 業 を 創 る
理 論 と 実 践



申し込み方法 電話・FAX・Eメールのいずれかにより、お申し込みください。

申し込み情報 ①氏名 ②氏名よみ ③住所 ④電話番号
⑤メールアドレス ⑥ご所属先名称(企業等)
⑦受講方法
（全回受講または分割受講のいずれか。
分割受講の場合は受講プログラム番号もお教えください。）

会場案内

申し込み締切 2017年10月4日(水)
人数により申し込みを締め切らせていただく場合がございます。

申し込み先
問い合わせ先

東北公益文科大学 大学院事務室
Tel：0235-29-0555 Fax：0235-29-0556
E-mail：gs@koeki-u.ac.jp
住所：山形県鶴岡市馬場町１４番１号
※電話の受付は月曜から金曜日の午前9時00分～午後5時00分

●受講方法および受講料

●講義スケジュール

［Ａ］全回受講 15,000円
［Ｂ］分割受講 １プログラムにつき2,000円
・本学の学生は、全回受講、分割受講いずれの場合も無料です。
・受講料は初回受講時にお支払いください。（おつりが無いようにお持ちください。）

●申し込み・問い合わせ等

日 時 プログラム
分割受講できる
プログラム

10月7日（土）

10時00分～11時00分 1
オープニング
（自己紹介、アイスブレーク）

11時00分～12時30分 2 ソーシャル・アントレプレナーシップ概要 ○

14時00分～17時00分 3
ケース議論①
宮城県女川町「スペインタイル工房セラミカ」

○*

10月8日（日）

10時00分～12時30分 4 デザイン思考ワークショップ基礎編 ○

13時30分～17時00分 5
デザイン思考ワークショップ実践編①
～鶴岡の魅力を最大化するには～

10月9日（月・祝）

10時00分～12時30分 6
ケース議論②
石巻市蛤浜「はまぐり堂カフェ」 ○*

13時30分～16時00分 7
デザイン思考ワークショップ実践編②
～鶴岡の魅力を最大化するには～

16時00分～16時30分 8 まとめ：宮城県女川町の変容をもとに ○

* ケース議論の講義は単発での参加が可能ですが、事前にケースを読んでくることが前提です。

地域のための事業を創る：理論と実践


